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温度を変えずに圧力を下げると飽和水蒸気圧は変わらないが
水蒸気密度(水蒸気圧)は小さくなるので水の凝結は起きない
ことになる

大気が降水粒子から受ける力（＝粒子が大気から受ける抗力）は、終端速度が異なれば同じにはならない。  
理由は、終端速度そのものが「抗力＝粒子の重力」という力の釣り合いで決まるため、形が違えば抗力の大きさも変わるからです。
終端速度で抗力Dと重力mgは釣り合う
mg=D
抗力Dは
D=ρCdAv^2/2
空気密度ρ　抗力Cd　断面積A　落下速度v
mg=ρCdAv^2/2
なので速度が異なっても重力mg=Dは変わらない
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ボーエン比（Bowen ratio）は、地表面から大気へ向かう顕熱フラックスと潜熱フラックスの
比を表す、陸面・気象学の基本指標です。地表面が受け取ったエネルギーが
「空気を暖めるのに使われるのか」「蒸発に使われるのか」を示すため、
気候・水循環・地表面過程の理解に欠かせません。
H（顕熱フラックス）：地表面が空気を暖めるために使う熱
LE（潜熱フラックス）：蒸発・蒸散に使われる熱（L は蒸発潜熱、E は蒸発量）
B（ボーエン比）
B=H/LE
B>1 顕熱が支配的　砂漠、都市域、乾燥地など
B<1潜熱が支配的　水田、湿地、森林など
B≒0　ほぼすべてが潜熱　海面、水面など


¥FH 2 2% EE2H I FFHELTAR (2R —KAOH#)4

B 7 MOL>IZHEREENRIU L ZA1I2Hh> TH EKENEWVIZE LW 3 AB,C
IZB\\T, 250hPa ~ 300hPa DS D LR, A TIEB £V & 1CETEL,
CTIZB &V 1CE &, o2, —F,800hPa ~ 850hPa DL DFEHRIRIL,
ATIEBIVE 1CHEL, CTRBIVE 1CEM--, Zh SOKEHEIC
B2 RIEDOHGIL 3 HIRTEU TH o7,

FRN MO UKIER DO ENBHATE D L &, 3D 250hPa H D&
B HA, HB, HCOKR/NERIZONWT, FROO~ODHFNLELVEDE—D
EAN, 2B, [RIEZDOEDOZMEIZLU T, THE2EDME L LU THWTH D,

TiasE TR FHasR P=¢RT
SUE BE KE BE KE BE
(hPa) (hPa) (hPa)
~ 250 HA -250 HB - 250 HC &%
T 0C -1C 4P-
300 300 300
4 p- P34¥
———2; 4 2
800 800 800
-1C 0c +1C
850 850 850
A B C

X JEOREDOFHTER, BOKEBEEEEEL UBENETHS

HA =HB =HC
HB < HC < HA
HC <HA <HB
HC <HB <HA U{
HA <HB < HC

GNCECNCRC)



F® 2 2 & EE2H I FFHELTAR(Z2R —KAOH)S

B8 aVAVALIVAV NI A—R—IZDOVTRREZRDIK (a) ~ (c) DIEHED
HABDELUTELVWEDE, THROD~ODHnLH—DEN,

(a) IV AV I, BHET IR ETERESEH 2R T 5201013, EIEE
BERIIBVTEBELRLDTHDNA

(m:Uﬁvﬂ5x~&—®ﬁ%ﬁ£§tumﬁﬁét,%ﬁtﬁ%kt&éy<

(c) ZRHDEIIZH VT, VAV HNTBHEIHEIZ0 THBL)

(@) (b) (c) 2 U7 )ik EEREER TORRN 2 RAT 0T
IEMEEER T YA EREE L. 0 U4 Y DRIFEL A
@® E E IE HBER - CHIRAEIA B & 5 (BZ B0It. EEE () AEELTL 35
@ T gn %'—E"- A SEOXREER L) A ) HOFELERLLZIT S
® #| E #
@ #@®EY
® |/ # =

B O MIE, AKEHFKE EIZH 2 IR % B ER T 5 10 X 2Y] - 72 SATE W O
BRANTH2, BENGEOESIIRICRT LB THY, I ORRE TR I
SUT 8m/s DEETHAZIIBHLTVS, ZOREEEES £ 512, HEHEIZ
%L T 20m/s DKFEREDSRNTHE % {7572 £ EHHE L2 BELTNSE, 20
YED, B LETO LRROKREX L LTRLEYREDE, FEROD~BODH
MH—DEN, b, MEICEZTSHMICELT, REHOESEDZEL L B0

B TEVEDE TS,
R —
kzlzﬁl :ﬁ%ﬁ -
— 2011/ _ _—==>ams 1am
//
- |
€ 200km >
| 1z
® 0.02m/s (ZD'S)X 500 = 590 | Vo
@ 0.04m/s = 0.0 “/¢
3 _0.06m/s 3
@ 0.10m/s

® 0.14m/s


コリオリ力は 回転座標系でのみ現れる見かけの力
慣性座標系では物体は直線運動し、コリオリ力は存在しない
地球上で物体が曲がるように見えるのは、観測者（地球）が回転しているため
大気・海洋の大規模運動はコリオリ力の影響を強く受ける
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大気に残る CO2の割合が約 45％になる理由
人為起源CO2 は排出後、次の 3 つの行き先に分かれる。
大気（約 45％）：大気中の CO2濃度を押し上げる部分
海洋（約 24％）：海水に溶け込み、海洋酸性化の原因となる
陸域（約 31％）：植物の光合成や土壌によって吸収される
この比率は過去 60 年ほど比較的安定しており、排出量が増えても陸と海の吸収能力が
ほぼ追いついてきたことを意味する

年間の人為起源 CO2 排出量のうち 大気に残留する割合は、およそ 45％ 前後とされる。
これは「エアボーンフラクション（airborne fraction）」と呼ばれ、人間が排出した
 CO2 のうち、どれだけが大気中に蓄積されるかを示す指標として広く使われている。

☆エーロゾルが影響する放射の波長帯
● 太陽短波放射（0.3–4 μm）
散乱・吸収の主戦場
粒径が可視光の波長（0.4–0.7 μm）と同程度のとき、散乱効率が最大（ミー散乱）
● 地球長波放射（4–100 μm）
多くのエーロゾルは長波放射に対して弱い
ただし、ダスト（鉱物粉じん） や 有機炭素 は長波放射を吸収・放射し、
局所的な加熱効果を持つ
☆雲粒は長波放射に対して非常に強い吸収・放射体
エーロゾルと雲の関係（間接効果）
エーロゾルは雲の核（CCN）として働き、雲粒の数と大きさを変える。
エーロゾル増加 → 雲粒数が増える
雲粒が小さくなる → 雲の反射率（アルベド）が増加
地表冷却が強まる（Twomey効果）
さらに、雲の寿命や降水効率にも影響する（Albrecht効果）。
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許可の特徴
予報業務そのものを行う資格を与える
「目的」と「範囲」を定めて付与される
許可を受けずに予報業務を行うと罰則の対象
許可基準（施設・要員・警報受信体制など）を満たす必要がある（法18条）
認可：許可された内容を「変更」するときの承認
認可は、すでに許可を受けた事業者が、業務内容の重要部分を変更するときに必要となる
手続きで、気象業務法第19条に基づく。
認可が必要となる変更
予報業務の目的の変更
例：特定向け予報 → 一般向け予報
予報業務の範囲の変更
例：気象予報に加えて波浪予報を追加
例：対象区域を拡大・縮小
これらは業務の根幹に関わるため、再度の審査が必要となる。
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